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Abstract 

Cars have evolved with mankind and have made our social life convenient and prosperous. 
The appearance from the front of the car is called fascia design, and the appearance from the 

rear is called rear design.  The key elements are determines the front impression (Facial 
expression) of the car are the headlights and the front grille.  And, it is the shape of these 
headlights and the front grille, and their arrangement.  Additionally, the key elements are 
determined the rear impression of the car are the taillights. 

In recent years, the automotive lighting technology accomplished rapid evolution. Especially, 
digitalization of the headlights and taillights has made possible new designs that have never 
existed before.  Therefore, the degree of freedom of the fascia design and rear design improved. 

In this investigative research, the author investigated and analyzed the progress and 
transition of automotive lighting design technology. 
 
 
１．はじめ 
 自動車は、人類とともに進化して、そして私

たちの社会生活を便利で、かつ大変豊かなもの

にした。 
自動車の前方からの見栄えを “フェイシア

デザイン(Fascia Design)”、後方からの見栄

を ”リアデザイン(Rear Design)” と云う。 
自動車前部の印象（表情）を決める重要な要

素は、ヘッドライト(Headlight / 前照灯) とフ

ロントグリル(Front Grille) である。そして、

このヘッドライトとフロントグリルの形状と、

それらの配置関係である。さらに、自動車後部

の印象を決定づける重要な要素はテールライ

ト類(Taillights) である。 
近年、自動車用照明技術は飛躍的な進化を遂

げた。特に、ヘッドライトとテールライト類の

デジタル化(半導素子の利用) および導光素材

の利用により、これまでにない斬新なデザイン

が可能となった。それ故に、フェイシアデザイ

ンおよびリアデザインの自由度が向上した。 
本調査研究では、自動車用照明 (ヘッドライ

トとテールライト類) のデザインテクノロジ

ーの進歩と変遷について調査と解析を行った。 

２．自動車の灯火装置類 
自動車を安全に走行させるために、灯火装置

類は必要不可欠なものである。これら灯火装置

類は、照明、標識および信号(情報発信) など

の目的で使用される。それぞれの目的で、法令

によって規制される光度と色がある。 
 自動車の主な灯火装置類には、 
 
① 前方を照らす「前照灯」 

② 前方に存在を示す「車幅灯」 

③ 前方の路面を照らす「霧灯」 

④ 日中に点灯する「昼間走行灯」 

⑤ 進行方向を示す「方向指示灯」 

⑥ 後続車に自車の存在を示す「尾灯」 

⑦ ブレーキ制動を知らせる「制動灯」 

⑧ 後退を知らせる「後退灯」 

⑨ 後部登録番号標を照らす「番号灯」 

⑩ 車内の明かりとなる「室内灯」 

 
などがある。（図１参照） 
これら灯火装置は、ランプ配置の簡素化やデ

ザイン上の観点から、各ランプを１つにまとめ

たコンビネーションランプが用いられている。 
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３．ヘッドライトの歴史と進歩 
自動車のヘッドライトは、夜間に安全に走行

できるように、路面状況の把握、歩行者や障害

物などの発見、道路標識などの確認が円滑に行

えるように、運転者の視界を確保するための装

置である。加えて、歩行者や対向車など、外部

側から自車の視認性を高めるための役割も持

っている。 
自動車のヘッドライト用各種光源の技術的

進歩の変遷は、 
 
① 1885年～：無灯火の時代 

② 1890年～：ろうそくの時代 

③ 1898年～：石油ランプの時代 

④ 1902年～：アセチレンランプの時代 

⑤ 1908年～：白熱電球の時代 

⑥ 1962年～：ハロゲン電球の時代 

⑦ 1996年～：HID ランプの時代 

⑧ 2007年～：LED ライトの時代 

⑨ 2014年～：Laser ビームの時代 

 
である。（図２参照） 
これら各種光源の技術的進歩に伴い、光源の

色温度(光の色味)が、昼光のように高く (白っ

ぽく) なった。併せて、各種光源の光束量(光
量)や寿命も向上し、より明るく、より遠距離

まで光を照射することが長時間可能となった。 
自動車のヘッドライトの配光制御技術の進

歩の変遷は、 
 
① 反射鏡方式 

② 前面レンズカット方式 

③ マルチレフレクター方式 

④ プロジェクター方式 

⑤ マトリックス方式 

⑥ ビーム方式 

 
である。（図３参照） 
特にプロジェクター方式、マトリックス方式

およびビーム方式では、ヘッドライトの基本構

造をコンパクトにすることができ、自動車の正

面視におけるヘッドライト形状を小型化する

ことが可能となった。 
すなわち、自動車のフェイシアデザインにお

いて、個性的で優美なデザインを創出すること

が可能となった。さらに、ヘッドライトの小型

化は、フェイシアデザインの意匠性向上だけで

はなく、自動車の走行性能に大きく係るcd値
(空気抵抗係数：Coefficient of Drag)の向上に

も寄与し、結果的に燃費性能の向上に大いに寄

与しているものと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 各種灯火装置類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ヘッドライト用各種光源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ ヘッドライトの配光制御技術 

レーザービーム方式 
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４．テールライトのデザイン動向 
 テールライト(Taillights) とは、「尾灯」と

も呼ばれ、自動車の後部に設けられる灯火装置

類のことで、後方車両に自車の存在を知らせ、

事故を未然に防ぐための重要な役割を果たし

ている。 

 自動車の主なテールライト類には、 

 

① 後続車に自車の存在を示す「尾灯」 

② ブレーキ制動を知らせる「制動灯」 

③ 進行方向を示す「方向指示灯」 

④ 後退を知らせる「後退灯」 

⑤ 自車の存在を知らせる「後部霧灯」 

⑦  後部登録番号標を照らす「番号灯」 

 

などがある。（図４参照） 
近年、上記 ①から⑤ に示す灯火装置は、ラ

ンプ配置の簡素化やデザイン上の観点から、各

ランプを１つにまとめ、一体化したコンビネー

ションランプ(Rear Combination Lamp) が用

いられていることが多い。 
 テールライト(尾灯)の形状は、古くは矩形

(長方形)や円形、楕円形などの単純二次元形状

のデザインが主流であった。かつ、テールライ

ト類の光源は、小型白熱電球が主流であった。 

 近年では、テールランプ(尾灯) やブレーキ

ランプ(制動灯) に、多数のLEDを使用した多灯

式デザインが普及している。これらのデザイン

は、複数のLEDを組み合わせて幾何学的形状や

ライン状(直線形状や曲線形状)の個性的な形

状を作り、テールライト１灯になっているタイ

プが多い。（図５参照） 

 LEDの使用によるデジタル化した多灯式テー

ルライトは長寿命、高輝度、瞬時点灯/消灯制

御などの特徴が挙げられる。 

 個々のLEDを順次的に点灯制御することによ

り、光が流れる方向指示灯 “シーケンシャルウ

インカー(Sequential Turn Signal)”は、見た

目にも大変美しい存在である。 

 また、LEDと成型した導光素材(例えば、アク

リル樹脂、ポリカーボネートなど)を組み合わ

ることにより奥行感、立体感のある三次元的な

美しいデザインが施されたグラフィカルなテ

ールライトも高級車に存在する。 

 さらに、次世代照明技術として、面全体が均

一に発光するOLED(Organic Light Emitting 

Diode / 有機発光ダイオード) のテールライ

トへの使用が期待されている。このOLEDを使用

したテールライトは、三次元の階層に分かれた

新たなデザインと特徴的な発光パターンを演

出することができる。（図６参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ テールライトの各種灯火装置類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ テールライトデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 最新のテールライトデザイン 
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５．まとめ 
 自動車用照明(前照灯および尾灯)の原点は、

自動車の以前に移動手段として存在した馬車

に使用されていた「ろうそく」や「石油ランプ」

であった。その後、電気式スターターを備えた

自動車が開発され、白熱電球のヘッドライトが

標準装備された。今日に至っては、光源のデジ

タル化(半導素子の利用) および導光素材の利

用が進み、形状がコンパクトで、かつデザイン

性に優れた灯火装置が開発されている。 
今後の自動車用照明装置の技術開発および

デザインテクノロジーの進歩に期待したい。 
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